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はじめに

『Sun Cluster 3.1 Data Service for Domain Name Service (DNS)ガイド』では、Sun
Clusterノード上に Sun™ Cluster HA for Domain Name Service (DNS)をインストー
ルし、構成する方法を説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティング環
境に関する知識と、Sun Clusterと共に使用するボリューム管理ソフトウェアに関する
専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に必要なコマ
ンドについて説明しています。このマニュアルでは、基本的な UNIX®コマンドの包
括的な情報や手順 (システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成など)に
ついては説明しません。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順について
は、以下を参照してください。

� Solarisソフトウェア環境のオンラインマニュアル
� Solarisオペレーティング環境のマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。

トピック タイトル パート番号

データサービスの
管理

『 Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』 817-4317

Sun Cluster 3.1 10/03 Data Services Collection
(http://docs.sun.com/から参照)

概念 『Sun Cluster 3.1 10/03の概念』 817-4329

ソフトウェアのイ
ンストール

『Sun Cluster 3.1 10/03ソフトウェアのインストール』 817-4328

システム管理 『 Sun Cluster 3.1 10/03のシステム管理』 817-4327

ハードウェア管理 『 Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』 817-0168

Sun Cluster 3.x Hardware Administration Collection
(http://docs.sun.com/db/coll/1024.1 )

データサービスの
開発

『Sun Cluster 3.1 10/03データサービス開発ガイド』 817-4330

エラーメッセージ 『Sun Cluster 3.1 10/03 Error Messages Guide』 817-0521

コマンドと機能リ
ファレンス

『 Sun Cluster 3.1 10/03 Reference Manual』 817-0522
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トピック タイトル パート番号

リリース情報 Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03 Release Notes 817-3324

『 Sun Cluster 3.1 10/03ご使用にあたって』 817-4522

『 Sun Cluster 3.x Release Notes Supplement』 816-3381

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� オペレーティング環境のバージョン番号(例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示します

showrev –p インストールされているパッチを報告します

prtdiag -v システム診断情報を表示します

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Installing and Configuring Sun Cluster
HA for Domain Name Service (DNS)

この章では、Sun Clusterサーバー上で Sun Cluster HA for Domain Name Service
(DNS)データサービスをインストールし構成するための手順を説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 10ページの「DNSをインストールする」
� 13ページの「Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA for DNSパッケー
ジをインストールする」

� 15ページの「scinstallユーティリティを使用して Sun Cluster HA for DNS
パッケージをインストールする」

� 16ページの「Sun Cluster HA for DNSを登録して構成する」
� 19ページの「SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを構成する」

Sun Cluster HA for DNSは、フェイルオーバーデータサービスとして構成する必要が
あります。データサービス、リソースグループ、リソース、およびその他の関連ト
ピックについての一般的な情報は、『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管
理』の「Sun Clusterデータサービスの計画」および『Sun Cluster 3.1の概念』を参照
してください。

注 –このデータサービスのインストールと構成には、SunPlex Managerを使用できま
す。詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

Sun Cluster HA for NFSのインストール
と構成
インストール作業と構成作業を説明している節は次のとおりです。
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表 1–1作業マップ: Sun Cluster HA for NFSのインストールと構成

作業 参照箇所

DNSのインストール 10ページの「DNSのインストール」

Sun Cluster HA for DNSパッケージ
のインストール

13ページの「Sun Cluster HA for DNSパッケージのイ
ンストール」

Sun Cluster HA for DNSの構成と起
動

15ページの「Sun Cluster HA for DNSの登録と構成」

リソース拡張プロパティの構成 20ページの「Sun Cluster HA for DNS拡張プロパ
ティ」

障害モニターの情報の表示 22ページの「Sun Cluster HA for DNS障害モニター」

DNSのインストール
この節では、DNSのインストール手順と、DNSを Sun Cluster HA for DNSとして実
行する方法について説明します。

Sun Cluster HA for DNSは、Solaris 8オペレーティング環境にバンドルされているイ
ンターネットドメインネームサーバーソフトウェア (in.named)を使用します。DNS
の設定については、in.named(1M)のマニュアルページを参照してください。Sun
Cluster構成での違いは、次のとおりです。

� DNSデータベースは、ローカルファイルシステムではなく、クラスタファイルシ
ステムに格納される。

� DNSサーバー名は、物理ホスト名ではなく、ネットワークリソース (再配置可能
IPアドレス)によって指定される。

� DNSをインストールする
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. DNSサービスを提供するネットワークリソースを決定します。

この名前は、Sun Clusterソフトウェアのインストール時に設定した IPアドレス
(論理ホスト名または共有アドレス)でなければなりません。ネットワークリソース
の詳細については、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

3. DNS実行可能ファイル (in.named)が /usr/sbinディレクトリにあることを確
認します。

DNS実行可能ファイルは、Solaris 8オペレーティング環境にバンドルされてお
り、インストール前は /usr/sbinディレクトリにあります。
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4. ディレクトリ構造 /global/dns/namedをクラスタファイルシステムに作成し
て、DNS構成ファイルとデータベースファイルを保持します。

クラスタファイルシステムの設定については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのイ
ンストール』を参照してください。

# mkdir -p /global/dns/named

5. DNS用の構成ファイルである named.confまたは named.bootを、
/global/dns/named ディレクトリに置きます。

DNSをすでにインストール済みの場合は、既存の named.confまたは
named.boot ディレクトリを /global/dns/named ディレクトリにコピーでき
ます。インストールされていない場合は、このディレクトリに named.conf
ファイルを作成してください。named.confまたは named.bootに登録できるエ
ントリの種類については、in.named(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。named.confまたは named.bootのいずれか 1つ、または両ファイルが存在
している必要があります。

6. named.conf ファイルに指定されているすべての DNS ファイルを
/global/dns/namedディレクトリ下に置きます。

7. Sun Cluster HA for DNSのすべてのクライアント上で、/etc/resolv.conf
ファイルに DNSサービスのネットワークリソースについてのエントリを作成しま
す。

すべてのノードで、/etc/resolv.confを編集してネットワークリソースを登録
します。次の例は、schost-1.eng.sun.comという論理ホスト名の 4ノード構
成 (phys-schost-1、 phys-schost-2、phys-schost-3、phys-schost-4
)のエントリを示しています。

domain eng.sun.com

; schost-1.eng.sun.com

(ファイルがすでに存在する場合はこのエントリのみ追加する)

nameserver 192.29.72.90

; phys-schost-2.eng
nameserver 129.146.1.151

; phys-schost-3.eng
nameserver 129.146.1.152

; phys-schost-4.eng
nameserver 129.144.134.19

; phys-schost-1.eng

nameserver 129.144.1.57

ドメイン名の直後にネットワークリソースのエントリを作成します。DNSは、
resolv.confファイルにリストされている順番にアドレスを使用してサーバーへ
のアクセスを試みます。

Installing and Configuring Sun Cluster HA for Domain Name Service (DNS) 11



注 – /etc/resolv.confがすでにノード上に存在する場合は、前の例で示したよ
うに、論理ホスト名を示す最初のエントリだけを追加してください。DNSがサー
バーにアクセスする順番は、このエントリの順になります。

8. すべてのクラスタノードで、/etc/inet/hostsファイルを編集し、DNSサービ
スのネットワークリソースのためのエントリを作成します。

次のように、手順を実行してください。

� IPaddressには、129.146.87.53のように実際に使用する IPアドレスを指定しま
す。

� logical-hostname変数を実際のネットワークリソース (論理ホスト名または共有
アドレス)に置き換えます。

127.0.0.1 localhost

IPaddress logical-hostname

9. すべてのクラスタノードで、/etc/nsswitch.conf ファイルを編集し、hosts
エントリの clusterと filesのあとに文字列 dnsを追加します。

例:

hosts: cluster files dns

10. scswitch(1M)コマンドを実行して次の作業を行います。

� リソースと障害の監視を有効にします。
� リソースグループを MANAGED状態にします。
� リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを有効に設定し、リソースグループを
MANAGED状態にして、オンラインにします。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

11. DNSを検証します。

検証を行う前に、in.namedを必ず停止してください。次に DNSをテストする例
を示します。

# cd /global/dns
# /usr/sbin/in.named -c /global/dns/named.conf
# nslookup phys-schost-1

# pkill -x /usr/sbin/in.named
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次に進む手順
Sun Clusterのインストール時に Sun Cluster HA for DNSパッケージをインストール
した場合は、15ページの「Sun Cluster HA for DNSの登録と構成」に進みます。イ
ンストールしていない場合は、13ページの「Sun Cluster HA for DNSパッケージの
インストール」に進みます。

Sun Cluster HA for DNSパッケージのイ
ンストール
Sun Clusterの初期インストール時に Sun Cluster HA for Domain Name Service
(DNS)パッケージをインストールしなかった場合は、この手順を実行してパッケージ
をインストールしてください。次の手順は、Sun Cluster HA for Domain Name
Service (DNS)パッケージをインストールする各クラスタノードで実行します。この手
順の実行には、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。

同時に複数のデータサービスをインストールする場合は、『Sun Cluster 3.1 10/03ソフ
トウェアのインストール』の「ソフトウェアのインストール」の手順を実行してくだ
さい。

次のいずれかのインストールツールを使用して、Sun Cluster HA for Domain Name
Service (DNS)パッケージをインストールします。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティー

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1データサービス 10/03以前のリリース
では利用できません。

� Web Startプログラムを使用して Sun Cluster HA
for DNSパッケージをインストールする
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用して実行できます。 CLIと GUIでは、指示の内容
と順序がほぼ同じです。Web Startプログラムの詳細については、installer(1M)
のマニュアルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for Domain Name Service (DNS)パッケージをインストールする
クラスタノードで、スーパーユーザーになります。
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2. (省略可能) GUIを使用してWeb Startプログラムを実行する予定の場合は、
DISPLAY環境変数が設定されていることを確認してください。

3. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

ボリューム管理デーモンの vold(1M)が実行中で、CD-ROMデバイスを管理する
ように構成されている場合、デーモンによって自動的に CD-ROMが
/cdrom/scdataservices_3_1_vbディレクトリにマウントされます。

4. CD-ROMの Sun Cluster HA for Domain Name Service (DNS)コンポーネント
ディレクトリに移動します。

Sun Cluster HA for Domain Name Service (DNS)データサービス用のWeb Startプ
ログラムは、このディレクトリにあります。

# cd /cdrom/scdataservices_3_1_vb/\

components/SunCluster_HA_DNS_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたら、インストールの種類を選択します。

� Cロケールのみをインストールする場合は、Typicalを選択します。
� ほかのロケールをインストールする場合は、Customを選択します。

7. 画面上の指示に従って、Sun Cluster HA for Domain Name Service (DNS)
パッケージをノードにインストールします。

インストールを終了すると、Web Startプログラムはインストールの要約を表示し
ます。この要約から、インストール時にWeb Startプログラムによって作成された
ログを表示できます。これらの記録は、/var/sadm/install/logsディレクト
リにあります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブから取り出します。

a. CD-ROMが使用中にならないように、CD-ROMに含まれていないディレクト
リに移動します。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

次に進む手順
15ページの「Sun Cluster HA for DNSの登録と構成」を参照して、Sun Cluster HA
for DNSを登録し、このデータサービス用にクラスタを構成します。
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� scinstallユーティリティを使用して Sun
Cluster HA for DNSパッケージをインストールす
る
1. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。

ユーティリティーは、データサービス CDを参照します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
15ページの「Sun Cluster HA for DNSの登録と構成」を参照して、Sun Cluster HA
for DNSを登録し、このデータサービス用にクラスタを構成します。

Sun Cluster HA for DNSの登録と構成
この手順では、scrgadm(1M)コマンドを使って Sun Cluster HA for DNSの登録と構
成を行う方法を説明します。

注 –その他のオプションでもデータサービスは登録および構成できます。これらのオ
プションについては、『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』の「データ
サービスリソース管理用ツール」を参照してください。
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� Sun Cluster HA for DNSを登録して構成する
この手順を実行するには、構成に関する次の情報が必要になります。

� Sun Cluster HA for DNSのリソースタイプの名前。この名前は、SUNW.dnsで
す。

� データサービスをマスターするクラスタノードの名前。

� クライアントがデータサービスにアクセスするために使用するネットワークリソー
ス。通常、この IPアドレスは、クラスタのインストール時に設定されます。
ネットワークリソースの詳細については、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してく
ださい。

� DNS構成ファイルへのパス。DNS構成ファイルは、クラスタファイルシステムに
インストールしなければなりません。このパスは、ここで説明する手順で構成され
る Config_dirリソースプロパティにマップします。

注 –この手順は、すべてのクラスタメンバー上で実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. データサービスのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.dns

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.dns 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソースタ
イプを指定します。

3. 使用するネットワークリソースと DNSリソースのリソースグループを作成しま
す。

必要に応じて、-hオプションを指定してデータサービスを実行できる一群のノー
ドを選択することもできます。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。任意の名前を指定で
きますが、クラスタ内で一意のリソースグループ名にする必
要があります。

[-h nodelist] 潜在マスターを識別するための物理ノード名または IDをコン
マで区切って指定します (省略可能)。フェイルオーバー時、
ノードはこのリスト内の順番に従ってプライマリとして判別
されます。
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注 –ノードリストの順番を指定するには、-hオプションを使用します。すべての
クラスタノードが潜在的マスターの場合、-hオプションを使用する必要はありま
せん。

4. 使用するすべてのネットワークリソースがネームサービスデータベースに登録され
ていることを確認します。

Sun Clusterのインストール時に、この確認を行っておく必要があります。詳細に
ついては、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』の計画に関する章を参
照してください。

注 –ネームサービスの検索が原因で障害が発生するのを防ぐために、サーバーおよ
びクライアントの /etc/inet/hostsファイルに、すべてのネットワークリソー
スが登録されていることを確認してください。サーバーの /etc/nsswitch.conf
ファイルのネームサービスマッピングは、NISまたは NIS+にアクセスする前に最
初にローカルファイルを検査するように構成してください。

5. リソースグループへネットワークリソースを追加します。

たとえば、リソースグループの論理ホスト名を追加するには次のコマンドを実行し
ます。

# scrgadm -a -L -g resource-group -l logical-hostname [logical-hostname] \

[-n netiflist]

-l logical-hostname ネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)
をコンマで区切ったリストで指定します。

-n netiflist 各ノード上にある IPネットワークマルチパスグループをコ
ンマで区切ったリストで指定します (省略可能)。netiflist内
の各要素は、netif@nodeの書式にする必要があります。
netifは、sc_ipmp0のような IPネットワークマルチパス
グループ名で指定できます。ノードは、sc_ipmp0@1また
は sc_ipmp@phys-schost-1 のような、ノード名または
ノード IDで識別できます。

注 –現バージョンの Sun Clusterでは、netifにアダプタ名
を使用できません。

6. DNSアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -j [resource] -g resource-group \
-t SUNW.dns -y Network_resources_used=network-resource, ...\
-y Port_list=port-number/protocol -x DNS_mode=config-file \
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-x Confdir_list=config-directory

-j resource
DNSアプリケーションリソース名を指定します。

-t SUNW.dns
このリソースが属するリソースタイプの名前を指定します。このエントリは必
須です。

-y Network_resources_used =network-resource, …
DNSが使用するネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)をコ
ンマで区切ったリストを指定します。このプロパティを指定しない場合は、デ
フォルトで、リソースグループに含まれるすべてのネットワークリソースにな
ります。

-y Port_list =port-number/protocol
使用するポート番号とプロトコルを指定します。このプロパティを指定しない
場合は、デフォルトで 53/udpが使用されます。

-x DNS_mode =config-file
conf (named.conf) または boot (named.boot) のいずれかの構成ファイル
を指定します。このプロパティを指定しない場合は、デフォルトで conf が使
用されます。

-x Confdir_list =config-directory
DNS構成ディレクトリパスの場所を指定します。必ず、クラスタファイルシス
テム上の場所である必要があります。Sun Cluster HA for DNSにはこの拡張プ
ロパティが必要です。

7. scswitch(1M)コマンドを実行して次の作業を行います。

� リソースと障害の監視を有効にします。
� リソースグループを管理状態にします。
� リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを有効に設定し、リソースグループを管
理状態にし、オンラインにします。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

例 –フェイルオーバー Sun Cluster HA for DNSの登録
次の例では、Sun Cluster HA for DNSを 2ノードクラスタに登録する方法を示しま
す。この例の最後で scswitchコマンドが Sun Cluster HA for DNSを起動している
ことに注意してください。

クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1, phys-schost-2
論理ホスト名: schost-1
リソースグループ: resource-group-1 (すべてのリソース用),
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リソース: schost-1 (論理ホスト名), dns-1 (DNSアプリケーション
リソース)

(DNSリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.dns

(すべてのリソースを含めるためのリソースグループを追加する)
# scrgadm -a -g resource-group-1

(論理ホスト名リソースとリソースグループに追加する)
# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(DNSアプリケーションリソースをリソースグループに追加する)
# scrgadm -a -j dns-1 -g resource-group-1 -t SUNW.dns \
-y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=53/udp \
-x DNS_mode=conf -x Confdir_list=/global/dns

(フェイルオーバーリソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g resource-group-1

SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを構成す
る
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプは、Sun Cluster 3.0 5/02で導入されました。
新しいリソースタイプは、SUNW.HAStorageと同じ機能を実行し、HAストレージと
Sun Cluster HA for NFSとの間のアクションを同期します。 SUNW.HAStoragePlus
には、ローカルファイルシステムを高可用性にする追加機能があります。 Sun Cluster
HA for DNSはディスク集約型ではなく、スケーラブルでもありません。した
がって、SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの設定は任意です。

背景情報については、SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページ、および『
Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管理』の「リソースグループとディスク装置
グループとの関係」を参照してください。手順については、『Sun Cluster 3.1データ
サービスの計画と管理』の「リソースグループとディスク装置グループとの間で起動
を同期させる」を参照してください。5/02以前の Sun Cluster 3.0バージョンを使用
している場合は、SUNW.HAStoragePlusではなく SUNW.HAStorageを設定する必
要があります。手順については、『Sun Cluster 3.1データサービスの計画と管
理』の「リソースグループとディスク装置グループとの間で起動を同期させる」を参
照してください。
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データサービスのインストールと構成の
確認
Sun Cluster HA for DNSを正しくインストールし、構成したことを確認するには、16
16ページの「Sun Cluster HA for DNSを登録して構成する」の手順を終了したあと
で、次のコマンドを実行します。

# nslookup logical-hostname logical-hostname

この例では、logical-hostnameは、DNS要求をサービスするために構成したネットワー
クリソースの名前です。前述の登録の例では、schost-1がこれに該当します。出力
では、指定したネットワークリソースによって照会が処理されたことが示されます。

Sun Cluster HA for DNS拡張プロパティ
DNSリソースの作成に必須の拡張プロパティは Confdir_listプロパティだけで
す。通常、拡張プロパティは、DNSリソースを作成するときにコマンド行から
scrgadm -x parameter = value を実行して構成します。『 Sun Cluster 3.1 データサー
ビスの計画と構成』の「データサービスリソースの管理」で説明されている手順を使
用して、これらのプロパティをあとで構成することもできます。

すべての Sun Clusterプロパティの詳細については、『Sun Cluster 3.1データサービス
の計画と構成』の「標準プロパティ」を参照してください。

表 1–2は、Sun Cluster HA for DNS拡張プロパティを説明しています。拡張プロパ
ティの中には動的に変更できるものもありますが、それ以外の拡張プロパティは、リ
ソースを作成するときにしか更新できません。「調整可能」エントリは、いつプロパ
ティを更新できるかを示します。

表 1–2 Sun Cluster HA for DNS拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Confdir_ list (文字配列) パス名をコンマで区切ったリスト。各パス名
は、DNSインスタンスの confディレクトリ
を含むディレクトリを示します。

初期値:なし

範囲:なし

調整:作成時
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表 1–2 Sun Cluster HA for DNS拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

DNS_mode 使用する DNS構成ファイル。conf
(named.conf)または boot (named.boot)
を指定します。

初期値: conf

範囲:なし

調整:作成時

Monitor_retry_count (整数) Monitor_retry_ interval プロパティで
指定された時間の範囲内に、プロセスモニ
ター機能 (PMF)が障害モニターを再起動する
回数。このプロパティは、障害モニターの再
起動について制御するのであって、リソース
の再起動を制御するわけではありません。リ
ソースの再起動は、システム定義プロパ
ティの Retry_intervalおよび
Retry_countによって制御されます。

初期値: 4

範囲: 0 – 2, 147, 483, 641

–1は、再試行の数が無限であることを示しま
す。

調整:任意の時点

Monitor_retry_interval (整数) 障害モニターの失敗がカウントされる期間
(分)。この期間内に、障害モニターの失敗の数
が、拡張プロパティ Monitor_retry_
countで指定した値を超えた場合、PMFは障
害モニターを再起動しません。

初期値: 2

範囲: 0 – 2, 147, 483, 641

–1は、再試行の間隔が無限であることを示し
ます。

調整:任意の時点

Probe_ timeout (整数) DNSインスタンスの検証に障害モニターが使
用するタイムアウト値 (秒)。

初期値: 120

範囲: 0 – 2, 147, 483, 641

調整:任意の時点
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Sun Cluster HA for DNS障害モニター
検証機能は、nslookupコマンドを使用して DNSの状態を照会します。検証機能が
実際に DNSサーバーを照会する前に、ネットワークリソースが DNSデータサービス
と同じリソースグループ内で構成されていることの確認が行われます。ネットワーク
リソースが構成されていない場合は、エラーメッセージが記録され、検証はエラーと
なって終了します。

検証機能は、次のことを行います。

1. Probe_timeoutリソースプロパティで指定されたタイムアウト値を使用し、
nslookupコマンドを実行します。

この nslookupコマンドの実行結果は、異常か正常のどちらかになります。
nslookupの照会に対して DNSが正常に応答した場合は、検証機能は無限ループ
に戻り、次の検証時間まで待機します。

nslookupコマンドが正常に終了しなかった場合、検証機能は DNSデータサービ
スで異常が発生したと判断し、履歴に異常を記録します。DNS検証機能は、すべ
ての異常を致命的な異常とみなします。

2. 正常/異常履歴に基づいて、ローカルでの再起動、またはデータサービスのフェイ
ルオーバーを実行します。このアクションの詳細については、『 Sun Cluster 3.1
データサービスの計画と構成』の「Sun Clusterデータサービス障害モニター」を
参照してください。
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